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平
成
23
年
８
月
２
日
（
副
会
長
会
第
２
日
）

戸
張
敦
雄
会
長
は
、
副
会
長
８
名
、
入
子
総
務
部
長
、
大
野
教
育

振
興
部
長
、
前
田
福
利
厚
生
部
長
、
村
山
会
報
部
長
、
木
山
事
業
委

員
長
、
徳
永
事
務
局
長
を
伴
っ
て
各
省
を
訪
問
し
『
要
望
書
』
を
提

出
し
た
。

参
加
し
た
副
会
長

・
北
海
道
地
区

西
　
　
　
寛
（
北

海

道
）

・
東
北
地
区

杉
山
　
紘
二
（
宮

城

県
）

・
関
東
甲
信
越
地
区

岩
佐
　
喜
一
（
千

葉

県
）

・
東
京
地
区

片
岡
　
敦
子
（
東

京

都
）

・
東
海
北
陸
地
区

小
西
　
　
優
（
石

川

県
）

・
近
畿
地
区

西
川
　
芳
徳
（
奈

良

県
）

・
中
国
地
区

徳
永
　
耕
一
（
鳥

取

県
）

・
四
国
地
区

栗
田
　
正
己
（
愛

媛

県
）

※
九
州
地
区
久
手
堅
憲
仁
副
会
長
（
沖
縄
県
）
は
、
他
の
会
議
と

重
な
り
欠
席
し
た
。

高
木
　
義
明
　
文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望
書

「
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
、
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、
全
国
各
都
道
府
県
退
職

校
長
会
の
会
員
約
九
万
五
千
名
の
総
意
と
し
て
、
左
記
事
項
を
要
望
す

る
。Ⅰ

　
教
育
の
振
興
に
関
す
る
要
望

一
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
各
地
区
の
学
校
及

び
教
育
関
係
機
関
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
物
的
、
人
的
な
支

援
を
積
極
的
か
つ
迅
速
に
行
う
よ
う
尽
力
さ
れ
た
い
。

二
、「
教
育
立
国
」
を
掲
げ
る
わ
が
国
と
し
て
、
教
育
予
算
を
他
の
先
進

国
並
み
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％
を
目
標
に
教
育
へ
の
投
資
に
一
層
尽
力
さ

れ
た
い
。

三
、
義
務
教
育
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
義
務
教

育
費
全
額
国
庫
負
担
の
早
期
実
現
を
指
向
し
、
当
面
、
国
庫
負
担
の

割
合
を
二
分
の
一
に
復
元
さ
れ
た
い
。

四
、「
新
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
に
伴
い
、

三
十
五
人
以
下
学
級
の
実
現
を
経
年
実
施
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

小
学
２
年
生
以
上
が
少
人
数
学
級
の
恩
恵
を
得
る
よ
う
、
計
画
の
前

倒
し
を
図
る
よ
う
尽
力
さ
れ
た
い
。

五
、
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
る
た
め
に
、
本
会
が
提
唱
・
推
進
し
て

き
た
「
教
育
の
日
」
が
、
す
で
に
全
国
三
十
一
都
道
県
、
百
二
十
七

市
町
村
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
国
と
し
て
「
教
育
の
日
」
を

制
定
さ
れ
た
い
。

六
、
教
職
調
整
額
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
人
材
確
保
法
を
堅
持
す
る
と

と
も
に
、
教
員
の
服
務
の
特
殊
性
に
見
合
う
、
給
与
体
系
を
構
築
さ

れ
た
い
。

七
、
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
の
た
め
の
条
件
整
備
と
し
て
、
教

職
生
活
の
全
体
に
お
け
る
研
修
の
体
系
的
整
備
な
ら
び
に
教
育
実
践

力
を
重
視
し
た
教
員
養
成
制
度
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

平
成
二
十
三
年
度
の
『
要
望
書
』
を

文
部
科
学
・
厚
生
労
働
・
総
務
の
各
大
臣
に
提
出

文部科学省への要望書提出（各副会長他）
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八
、
全
て
の
教
育
の
原
点
と
い
え
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国

と
し
て
、
親
（
保
護
者
）
の
責
任
や
義
務
等
を
示
し
た
「
家
庭
教
育

振
興
の
指
針
」（
仮
称
）
を
策
定
し
、
そ
の
普
及
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

九
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
一
層
図
る
と
と
も
に
、
退
職
校
園
長
が
在
職

中
の
経
験
や
専
門
的
知
識
や
技
能
を
生
か
し
て
教
職
員
の
研
究
・
研

修
な
ど
の
支
援
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

Ⅱ
　
退
職
校
園
長
の
叙
勲
な
ら
び
に
人
材
登
用
等
に
関
す
る
要
望

一
、
春
秋
叙
勲
に
つ
い
て
叙
勲
者
数
の
増
加
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

義
務
教
育
関
係
者
や
そ
れ
に
準
ず
る
者
の
叙
勲
ラ
ン
ク
の
向
上
に
配

慮
さ
れ
た
い
。

二
、
年
金
給
付
年
齢
の
繰
り
上
げ
に
伴
い
、
退
職
校
園
長
の
再
任
用
・

再
雇
用
に
係
わ
る
条
例
・
制
度
を
全
国
的
に
整
備
・
拡
充
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

三
、
文
部
科
学
省
の
設
置
す
る
審
議
会
や
研
究
協
力
者
会
議
等
に
退
職

校
園
長
を
積
極
的
に
登
用
・
活
用
さ
れ
た
い
。

細
川
　
律
夫
　
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
要
望
書
（
前
文
　
略
）

一
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
当
た
り
、
健
康
保
険
料
・
介
護
保

険
料
等
の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
後
期
高
齢
者
の
生
活
安
定
に

配
慮
さ
れ
た
い
。

二
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
額
を
防
ぐ
た
め
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）
等
の
利
用
を
促
進
し
薬
価
の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た

い
。

三
、
退
職
公
務
員
の
生
活
安
定
を
堅
持
す
る
た
め
、
公
務
員
の
勤
務
の

特
殊
性
と
有
為
な
人
材
確
保
を
考
慮
し
て
、
職
域
加
算
・
追
加
費
用

等
を
含
む
共
済
年
金
制
度
の
存
続
を
強
く
要
望
す
る
。

四
、
基
礎
年
金
の
財
源
は
国
庫
負
担
と
社
会
保
険
方
式
の
二
本
立
て
と

し
、
二
重
の
負
担
に
な
る
全
額
税
方
式
に
反
対
す
る
。
さ
ら
に
基
礎

年
金
の
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
を
堅
持
し
て
恒
久
化
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

片
山
　
善
博
　
総
務
大
臣
へ
の
要
望
書
（
前
文
　
略
）

一
、
退
職
公
務
員
の
生
活
安
定
を
堅
持
す
る
た
め
、
公
務
員
の
職
務
の

特
殊
性
と
有
為
な
人
材
確
保
を
考
慮
し
て
、
職
域
加
算
・
追
加
費
用

等
を
含
む
共
済
年
金
制
度
の
存
続
を
強
く
要
望
す
る
。

二
、
基
礎
年
金
の
財
源
は
国
庫
負
担
と
社
会
保
険
方
式
の
二
本
立
て
と

し
、
二
重
の
負
担
に
な
る
全
額
税
方
式
に
反
対
す
る
。
さ
ら
に
基
礎

年
金
の
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
を
堅
持
し
て
恒
久
化
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

三
、
働
く
高
齢
者
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
勤
労
意
欲
を
損
な
わ
ぬ
よ
う

配
慮
さ
れ
た
い
。

四
、
高
齢
者
の
生
活
安
定
を
目
指
し
て
、
年
金
受
給
者
の
住
民
税
等
の

税
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

民
主
党
　
陳
情
要
請
対
応
本
部
副
本
部
長

衆
議
院
議
員
　
石
井
　
登
志
郎
氏
と
面
談

７
月
29
日
午
後
、
会
長
が
本
部
役
員
を

伴
っ
て
衆
議
院
第
15
控
室
に
於
い
て
、
石

井
登
志
郎
氏
と
会
い
、
文
部
科
学
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣
・
総
務
大
臣
宛
の
要
望
内

容
を
説
明
し
、「
要
望
書
」
を
手
渡
し
た
。

●

ご
要
望
を
伺
っ
て
思
う
こ
と
は
景
気
を
浮
揚

さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
国
民

の
理
解
協
力
が
必
要
で
努
力
中
で
あ
る
。

●

そ
し
て
、
パ
イ
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
考
え
る
。

●

文
部
科
学
委
員
会
の
一
員
と
し
て
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
35
人
学
級
が
小
学
校
１
年
生
の

み
に
な
っ
て
い
て
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

●

三
省
庁
へ
の
「
要
望
書
」
は
、
責
任
持
っ

て
届
け
る
。
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各
大
臣
へ
の
「
要
望
書
」
受
領
者
と
そ
の
コ
メ
ン
ト

①
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
長
室
を
訪
問
　
山
中
伸
一
局
長
に
「
要
望
書
」
を
提

出
し
た
。

●

震
災
対
応
を
強
力
に
進
め
て
い
る
。
仮
校
舎
の
建
設
を
は
じ
め
教
育
の

復
興
を
優
先
に
し
た
取
り
組
み
を
懸
命
に
し
て
い
る
。

●

一
般
予
算
と
は
別
に
、
復
興
予
算
を
と
っ
て
、
災
害
に
強
い
安
心
安
全

の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。

●

加
配
教
員
の
確
保
を
考
え
て
い
る
が
、
先
生
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
必

要
も
感
じ
て
い
る
。
応
援
し
て
欲
し
い
。

●

教
員
の
年
齢
構
成
が
問
題
で
、
中
間
層
が
少
な
く
心
配
し
て
い
る
。

●

親
の
教
育
が
必
要
で
、
管
理
職
経
験
者
の
助
言
指
導
を
是
非
お
願
い
し

た
い
。

②
厚
生
労
働
省

出
席
者
は
、
保
健
局
　
高
齢
者
医
療
課
‥
畑
中
主
査
。
老
健
局
　
介
護

保
険
計
画
課
‥
渡
邊
係
員
。
医
政
局
　
経
済
課
‥
松
野
専
門
官
。
小
川

係
員
。
年
金
局
年
金
課
‥
村
井
係
員
の
５
名
と
面
談
し
た
。

●

二
・
五
兆
円
を
震
災
復
興
資
金
へ
回
し
た
。
そ
の
穴
埋
め
の
対
応
処
置

は
考
え
て
貰
え
る
も
の
と
思
う
。

●

今
後
の
保
険
料
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
要
望
の
主
旨
を
理
解
し
、

慎
重
に
進
め
た
い
。

●

後
発
医
薬
品
等
の
利
用
促
進
へ
の
努
力
を
し
て
い
る
。
理
解
協
力
頂
き

た
い
。

③
総
務
省

自
治
行
政
局
公
務
員
部
福
利
課
‥
春
原
企
画
係
長
。
自
治
税
務
局
市
町

村
税
課
‥
橘
住
民
税
第
一
係
長
。
と
面
談
し
た
。

●

一
元
化
の
方
向
で
国
民
的
議
論
に
な
る
。
固
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
来

年
度
以
降
に
持
越
と
な
る
。
財
源
を
ど
う
探
す
か
が
課
題
で
あ
る
。

●

住
民
税
は
所
得
に
応
じ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
税
負
担
軽
減
に
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

教
育
支
援
の
思
い

副
会
長（
近
畿
）

西
川
　
芳
徳

わ
が
国
の
政
治
や
経
済
・
社
会

に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
課
題
が

山
積
し
、
こ
れ
が
教
育
環
境
に
も

影
響
し
子
ど
も
の
学
力
は
高
い
が
、

学
習
意
欲
と
体
力
が
低
下
し
、
規

範
意
識
と
社
会
的
関
心
が
低
く
、

こ
れ
は
生
活
習
慣
に
課
題
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
に
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
協
力
し
社
会
全

体
で
、
子
ど
も
た
ち
と
向
い
あ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
18
年
に
教
育
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
家
庭
・
地
域
の
果
す
役

割
と
責
任
が
明
記
さ
れ
、
そ
れ
を

う
け
て
、
各
学
校
・
幼
稚
園
で
は

地
域
社
会
の
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
の
中
に
取
り
入
れ
る
た
め
、
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
子
ど
も
の
成
長
を
温
か
く
見
守

り
鍛
え
る
と
と
も
に
地
域
的
な
結

び
つ
き
に
よ
る
活
動
を
共
に
し
、

人
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
自
己

形
成
を
育
て
る
た
め
で
す
。

私
た
ち
の
退
職
校
園
長
会
は
、

平
成
17
年
よ
り
奈
良
人
材
バ
ン
ク

を
立
ち
あ
げ
、
現
在
学
校
・
園
・
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り

成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
如
何

に
連
携
を
し
教
育
支
援
を
す
れ
ば

よ
い
か
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

全
連
退
と
し
て
、
都
道
府
県
で

実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
を
報
告
し

合
い
研
修
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
る

「
教
育
の
日
」
が
す
で
に
全
国
31

都
道
県
、
127
市
町
村
に
制
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
国
と
し
て
早
急
に

教
育
の
日
を
制
定
さ
れ
た
い
こ
と

を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
文
部
科

学
省
は
「
教
育
は
国
の
未
来
へ
の

投
資
で
あ
る
」「
教
育
は
未
来
の

国
の
力
で
あ
る
」と
言
い
な
が
ら
、

教
育
の
日
を
制
定
さ
れ
な
い
の
が

遺
憾
で
す
。

全
国
連
合
退
職
校
園
長
会
と
し

て
、
国
の
教
育
政
策
に
対
し
て
、

更
に
発
言
し
、
教
育
効
果
を
あ
げ

て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。




